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Journal of Cell Biology  
  

Nup132 modulates meiotic spindle attachment in fission yeast by regulating kinetochore 

assembly. 
 
Yang H-J, Asakawa H, Haraguchi T, Hiraoka Y. 
 
J. Cell Biol. 211(2), 295-308 (2015) PMID: 26483559, doi: 10.1083/jcb.201501035 
http://jcb.rupress.org/content/211/2/295.abstract 
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 Development  
  

A new Xist allele driven by a constitutively active promoter is dominated by Xist locus 

environment and exhibits the parent-of-origin effects. 
 
Amakawa Y, Sakata Y, Hoki Y, Arata S, Shioda S, Fukagawa T, Sasaki H, Sado T. 
 
Development. 142(24), 4299-4308 (2015) 
http://dev.biologists.org/content/142/24/4299.long 
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編集後記：先日、領域の中間評価がありました。その結果はまだ届いていませんが、数々の実績に裏打ちされた領域代表の発表は素晴

らしく、ヒアリングの雰囲気は良かったと思います。国際活動支援班も無事採択されました。皆様ご協力ありがとうございました。そ

うこうしているうちに、気がつけば今年もするりと過ぎ去りつつあります。いつものことながらなんとなく落ち着かない気分になりま

すが、年末年始を利用して少しまとまった時間で久しぶりに実験をしてみようかともひそかに考えております。皆さんも良いお年をお

迎えください。来年もどうぞよろしくお願いします。          Hiki 
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